




















のような衣服或いは文様の地域差を、 らに細かく客観的に分析するため、衣 を中心とした資料収集 文様ごとの分類を中心 行い、今後は地域ごとの特徴 より明確 していきたい　
さらに、このような衣服に関する記述は、文献に多くみることが






















文時代の信仰とその共通点を把握する必要がある。その め、今回の発表では、土器に蛇や蛙が最も多く施され、その が推定できると思われる縄文時代中期の検討をまず行った。とりわけ、勝坂式土器とその 化圏において蛇と蛙が施された土器が発見されたことから、関東地方西南部から中部地方東部を中心 、考古学的観点から検討を行った。　
勝坂式土器における動物意匠と、縄文時代の蛇信仰についての先
行研究から、蛇・蛙が農耕とも関連していること 伺えた。縄文農耕論に関しては 藤森栄一や佐々木高明、江上波夫等 、雑穀・根菜型の初期農耕が行なわれていたのではないか 論じている。しかし、縄文農耕論には未だ批判的な意見もみられ 。よって、今後は批判的な資料も収集 、これ の検討を行う。
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